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7/19日
7/26日

●午前の部 10：00～12：10
●午後の部 13：45～15：55

保護者のための
大学進学資金説明会

同時開催

オープン
キャンパス

2020
■経営情報学部
先端経営学科
　ビジネスデザイン専攻
　地域ビジネス専攻
システム情報学科
　システム情報専攻
　宇宙情報専攻

■医療情報学部
医療情報学科
　医療情報専攻
　臨床工学専攻

■情報メディア学部
情報メディア学科
メディアデザイン専攻
メディアテクノロジー専攻薔 0120-83-4411お問い合わせは

〈広報課〉

■ 〒069-8585  北海道江別市西野幌59-2 ■

　東北工業大学では、「創造から統合へ̶仙台からの発進」をス
ローガンに掲げ、教育・研究の情報発信に鋭意取り組んでいま
す。その一環として、これまでに実施してきた対面型のガイダ
ンスに加え、オンラインでの対応も始めることに致しました。
令和2年4月から新たに3学部8学科体制となった東北工業大
学の学びを、より多くの方々に知っていただくと共に、生徒の
みなさまの進路選択に役立てていただければと思いますので、
お気軽にお問い合わせください。

横断的な学びを実現！
自分だけの4年間を
創造しよう。

検 索

〒981-1295 宮城県名取市ゆりが丘4-10-1
TEL▶022-381-3311（入試広報課）
FAX▶022-381-3325
URL▶http://www.shokei.jp

学群・学類紹介、活動紹介、個別相談、
入試説明、キャンパスツアー など
＊ 開催方法ならびに時間など、詳細は
本学ウェブサイトをご確認ください。

7/19（日） 8/8（土）
10/10（土）・11（日）12/5（土）

尚志祭同時開催

5つの専門領域を選択しながら
社会について幅広く学びます

人文社会学群

人文社会学類
入学定員200人

■現代社会領域 ■国際文化領域
■地域実践領域 ■メディア表現領域
■都市生活領域

現代のニーズに対応できる食と健康の
スペシャリストを目指します

健康栄養学群
健康栄養学類

入学定員80人

心理学と教育学を共に学び
人の幸せと成長を支えます

心理・教育学群

心理学類  入学定員60人

子ども学類 入学定員80人
学校教育学類 入学定員40人
■小・中学校（国語）領域
■小・中学校（保健体育）領域
■小・特別支援学校領域

  ライセンスアカデミー ☎03-5925-1656

●見学会って、なんだろう？
●学校見学会・企業見学会に行こう！
●見学会で気をつけたいこと
●見学会スケジュールシート

『最新学校インフォメーション』

2021年4月入学者用 北海道版

お問い
合わせ

足を運んで見つける〝自分の進学先〞

2020▶

2021
見学会のてびき スポーツは健康な人のためだけでなく、すべての人に

体育学科
健康福祉学科
運動栄養学科
スポーツ情報マスメディア学科
現代武道学科
子ども運動教育学科

体育学部

お問い合わせ  仙台大学 入試創職室　TEL 0224-55-1017　FAX 0224-55-0631
〒989-1693 宮城県柴田郡柴田町船岡南2-2-18　http://www.sendaidaigaku.jp

W
E
B
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

 

『
希
望
の
旅
へ
』を
初
開
催

東
北
工
業
大
学

土
木
学
会
賞
研
究
業
績
賞

路
面
評
価
で
土
木
工
学
に
貢
献

北
見
工
業
大
学 

川
村
彰
理
事
・
副
学
長

多
彩
な
動
画
で
説
明

部
屋
に
い
な
が
ら
大
学
を
知
る

尚
絅
学
院
大
学

発
酵
と
醸
造
を
学
べ
る

 

酒
蔵
を
構
内
に
設
置

帯
広
畜
産
大
学

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

「
地
区
年
次
大
会
ア
ワ
ー
ド
」受
賞

東
日
本
国
際
大
学

同
じ
も
の
は
二
つ
と
な
い
墨

の
軌
跡
が
奥
深
さ
を
表
現

アートボックスで最年少「優勝賞」
札幌市立大学

実
験
の
生
中
継
な
ど
、
工
学
系

の
大
学
な
ら
で
は
の
内
容
も

あ
っ
た
と
し
て
、「
第
66
回
地

区
年
次
大
会
ア
ワ
ー
ド
」
が
贈

ら
れ
た
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
世

界
各
地
で
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
奉
仕
活
動
を
行
う
団

体
だ
。
日
本
で
大
学
内
に
組
織

さ
れ
た
の
は
同
大
が
全
国
で
2

例
目
で
あ
り
、
大
学
の
個
性
や

特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、
地
域

貢
献
活
動
を
進
め
て
き
た
。

　
取
り
組
み
の
具
体
例
と
し
て

は
、
N
P
O
法
人
ザ
・
ピ
ー
プ

ル
（
本
部
福
島
・
い
わ
き
市
）

の
活
動
「
ふ
く
し
ま
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
へ
の
参
加
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
福
島
県
で
は
、
農
業
従

　「
わ
が
国
、
特
に
東
北
地
方
の

産
業
界
で
指
導
的
役
割
を
担
う
高

度
の
技
術
者
を
養
成
す
る
。」
を

建
学
の
精
神
に
掲
げ
、
有
為
な
人

材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
い
る
東

北
工
業
大
学
（
仙
台
市
）。
同
大

は
6
月
20
日
、「
第
1
回
W
E
B

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

『
希
望
の

旅
へ
』」
を
開
催
し
た
。
例
年
多

く
の
高
校
生
が
来
場
し
て
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
観
点
か
ら
、
同
大
と
し
て
初
め

て
の
ウ
ェ
ブ
開
催
と
な
っ
た
。

  

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
無
料

会
議
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

M
icrosoft Team

s

を
使
っ
て

学
科
の
教
員
や
学
生
と
直
接
話
が

で
き
る
企
画
を
は
じ
め
、
工
学
系

の
大
学
な
ら
で
は
の
実
験
生
中

継
、
デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
学
生
が
制

作
し
た
作
品
の
紹
介
な
ど
、
パ
ソ

　「
人
を
育
て
、
科
学
技
術
を
広

め
、地
域
に
輝
き
、未
来
を
拓
く
」

を
理
念
に
掲
げ
る
北
見
工
業
大
学

声
に
も
応
え
て
い
く
と
い
う
。

  

次
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
8
月
1
・
2
日
の
二
日
間
開

催
さ
れ
る
。
感
染
症
拡
大
に
は
十

分
配
慮
し
、
人
数
制
限
な
ど
を
設

け
た
完
全
予
約
制
と
な
る
予
定
。

大
学
概
要
説
明
や
入
試
説
明
、
小

論
文
・
面
接
対
策
講
座
な
ど
の
人

気
企
画
は
引
き
続
き
オ
ン
デ
マ
ン

ド
動
画
を
視
聴
す
る
形
式
で
行

い
、
各
学
科
の
学
び
や
キ
ャ
ン
パ

ス
の
雰
囲
気
な
ど
は
実
際
に
来
場

し
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
詳
細
に
つ
い
て
東
北
工
業
大
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
し
た
上
で

実
際
に
広
々
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス

に
足
を
運
び
、
各
学
科
で
工
夫
を

凝
ら
し
た
企
画
を
体
験
で
き
る
絶

好
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し

た
い
。

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
介
し

て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
進
行
す
る
企

画
が
数
多
く
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
そ

の
ほ
か
に
も
、
大
学
の
概
要
説
明

や
入
試
説
明
、
学
科
の
ミ
ニ
講
義

な
ど
が
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画
で
用

意
さ
れ
て
い
た
り
、
3
6
0
度
ビ

ュ
ー
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
バ
ー
チ
ャ

ル
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
が
で
き
た
り

と
、
大
学
を
直
接
訪
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
下
で
も
充
実
し
た

内
容
が
展
開
さ
れ
た
。

  

今
回
の
W
E
B
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
参
加
者
は
例
年
に
も
増

し
て
3
年
生
の
比
率
が
高
く
、
予

約
申
込
者
数
も
昨
年
同
時
期
の
参

加
者
を
超
え
る
勢
い
だ
っ
た
。
今

年
度
の
入
試
か
ら
制
度
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
な
の
か

入
試
相
談
も
盛
況
で
、
教
職
員
た

ち
は
寄
せ
ら
れ
た
数
多
く
の
疑
問

に
回
答
し
て
い
っ
た
。

  

初
め
て
の
W
E
B
開
催
で
は
あ

っ
た
も
の
の
、
参
加
者
か
ら
は

「
知
り
た
い
学
科
の
こ
と
が
よ
く

説
明
さ
れ
て
い
て
良
か
っ
た
」

「
先
生
方
の
対
応
が
優
し
く
、
気

軽
に
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

「LIN
E

で
入
試
相
談
を
利
用
し

た
が
、
た
だ
事
務
的
な
返
信
が
来

る
の
で
は
な
く
、
人
が
返
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
て

良
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
お
お
む
ね
好
評

だ
っ
た
。
一
方
、「
実
際
に
キ
ャ

ン
パ
ス
の
雰
囲
気
を
見
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
が
残

念
」「
や
は
り
自
分
の
目
で
確
認

し
た
い
と
思
っ
た
」
な
ど
、
オ
ン

ラ
イ
ン
上
で
は
難
し
い
〝
実
際
に

訪
れ
た
感
〞
を
重
視
し
た
声
も
上

が
っ
て
お
り
、
今
後
は
そ
う
し
た

市
）
は
6
月
20
日
、「O

N
LIN
E

 

O
PE
N

 C
A
M
PU
S 2020 

〜

お
部
屋
でO

PE
N

 C
A
M
PU
S

を
楽
し
も
う
！
〜
」を
公
開
し
た
。

　
同
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
大
学

紹
介
・
学
類
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
入
試

ガ
イ
ダ
ン
ス
の
大
き
く
三
つ
が
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
大
学

紹
介
で
は
、
合
田
隆
史
学
長
が
同

大
の
特
徴
で
あ
る
「
学
群
・
学
類

制
」
に
つ
い
て
概
要
を
説
明
。
未

来
の
な
り
た
い
自
分
を
実
現
す
る

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
学
び
を
展

開
で
き
る
の
か
伝
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
類
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

は
、
各
学
類
長
が
概
要
を
説
明
す

る
動
画
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

色
あ
る
授
業
や
施
設
・
設
備
、
専

門
領
域
な
ど
、
魅
力
を
詰
め
込
ん

だ
映
像
を
用
意
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
心
理
・
教
育
学
群
心
理
学
類

で
は
、
公
認
心
理
師
や
臨
床
心
理

士
を
目
指
す
学
生
に
必
要
な
実
習

を
行
う
ほ
か
、
地
域
住
民
か
ら
幅

広
い
相
談
を
受
け
つ
け
る
場
と
し

て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
臨
床
心
理

相
談
室
「
テ
ィ
ク
バ
」
を
紹
介
。

プ
レ
イ
ル
ー
ム
や
面
接
室
、
箱
庭

療
法
に
使
う
用
具
な
ど
、
大
学
・

大
学
院
で
の
学
び
を
連
想
さ
せ
る

情
報
が
満
載
だ
。

　
ほ
か
に
も
、
健
康
栄
養
学
群
健

康
栄
養
学
類
で
は
、
食
品
学
実
験

の
授
業
で
行
っ
て
い
る
「
ヨ
ウ

素
・
で
ん
ぷ
ん
反
応
」
の
実
験
を

再
現
。
で
ん
ぷ
ん
の
種
類
に
よ
っ

て
発
色
が
異
な
る
理
由
を
探
り
、

原
料
の
違
い
を
見
て
い
く
。
気
に

な
る
学
類
の
授
業
内
容
に
ふ
れ
る

こ
と
で
、
進
学
へ
の
意
識
づ
け
に

　
平
成
31
年
3
月
に
キ
ャ
ン
パ

ス
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
を
結

成
し
、
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務
め

る
吉
村
作
治
学
長
を
筆
頭
に
、

学
生
と
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
地
域
社
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
取
り
組
ん
で
い
る
東
日
本
国

際
大
学
（
福
島
県
い
わ
き

市
）。
こ
の
ほ
ど
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

3
3
2-
D
地
区
（
事
務
局
福

島
・
郡
山
市
）
か
ら
、
年
間
の

活
動
を
通
し
て
功
績
、
貢
献
が

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
社
会
的
混
乱
の
中
、
感
染

予
防
の
観
点
か
ら
、
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
な
ど
進
学
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
が
相
次
い
で
い
る
。

　
そ
う
し
た
状
況
下
で
も
高
校
生

の
「
大
学
に
つ
い
て
知
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
に
応
え
る
べ
く
、

尚
絅
学
院
大
学
（
宮
城
県
名
取

（
北
海
道
北
見
市
）
は
、
地
域
社

会
の
発
展
を
は
じ
め
、
国
家
・
国

際
社
会
の
文
化
の
進
展
に
貢
献
す

る
教
育
研
究
を
展
開
し
て
い
る
。

　
同
大
の
川
村
彰
理
事
・
副
学
長

は
こ
の
ほ
ど
、
公
益
社
団
法
人
土

木
学
会
（
本
部
東
京
・
新
宿
区
）

の
「
令
和
元
年
度
土
木
学
会
賞
」

に
お
い
て
、「
路
面
プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
の
多
面
的
評
価
と
特
徴
抽
出
」

の
研
究
成
果
が
評
価
さ
れ
、「
研

究
業
績
賞
」
を
受
賞
し
た
。
土
木

学
会
賞
は
大
正
9
年
に
創
設
さ
れ

た
歴
史
あ
る
賞
。
そ
の
中
で
も
研

究
業
績
賞
は
、
土
木
学
会
誌
等
に

発
表
し
て
き
た
研
究
や
計
画
、
施

行
、
考
案
、
維
持
管
理
な
ど
に
関

す
る
一
連
の
論
文
等
の
業
績
に
よ

り
、
土
木
工
学
に
お
け
る
学
術
・

技
術
の
進
歩
、
体
系
化
に
顕
著
な

貢
献
を
な
し
た
と
認
め
ら
れ
る
個

人
に
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　
川
村
理
事
は
主
に
交
通
工
学
等

を
専
門
と
し
て
お
り
、
国
際
ラ
フ

ネ
ス
指
数
（
I
R
I
）
を
用
い
て

多
種
多
様
な
路
面
の
ラ
フ
ネ
ス
実

態
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
ラ
フ

ネ
ス
指
数
と
い
う
の
は
、
路
面
の

平
坦
性
を
示
す
世
界
標
準
の
評
価

指
数
で
あ
り
、
自
動
車
で
走
行
し

た
際
の
乗
り
心
地
な
ど
と
深
く
結

酒
造
の
塚
原
敏
夫
代
表
取
締
役
社

長
が
十
勝
緑
丘
社
の
代
表
も
務

め
、
大
学
側
が
貸
与
し
た
約

3
7
0
0
平
方
㍍
の
敷
地
に
は
、

仕
込
み
を
行
う
製
造
棟
や
講
義
に

も
活
用
で
き
る
セ
ミ
ナ
ー
棟
な
ど

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
協
定
は
新
た
な
産
学
連
携
の
取

り
組
み
と
し
て
結
ば
れ
て
お
り
、

「
食
」
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
で

あ
る
「
発
酵
・
醸
造
」
に
係
る
現

場
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
教
育
や
、

酵
母
・
発
酵
に
関
す
る
共
同
研
究

な
ど
、
教
育
研
究
の
活
性
化
と
い

っ
た
目
的
が
あ
る
。

　
酒
造
り
に
関
わ
る
職
人
の
う

ち
、
酒
蔵
の
責
任
者
の
こ
と
を
杜と

う

氏じ

と
呼
ぶ
が
、
道
内
の
酒
造
メ
ー

カ
ー
に
は
帯
広
畜
産
大
出
身
の
杜

氏
が
複
数
人
活
躍
し
て
お
り
、
今

後
も
同
大
か
ら
の
人
材
輩
出
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
大
は
令
和
4
年
4
月

に
小
樽
商
科
大
学
（
北
海
道
小
樽

市
）
と
北
見
工
業
大
学
（
北
海
道

　
帯
広
畜
産
大
学
（
北
海
道
帯
広

市
）
の
構
内
に
5
月
28
日
、
酒
蔵

「
碧
雲
蔵
」
が
完
成
し
た
。

　
碧
雲
蔵
の
名
前
は
、
同
大
の
歴

史
あ
る
学
生
寮
「
碧
雲
寮
」
に
由

来
し
て
い
る
。
昨
年
7
月
に
上
川

大
雪
酒
造
株
式
会
社
（
本
社
・
同

市
）
と
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き

開
始
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

大
学
と
酒
蔵
が
協
力
し
て
十
勝
緑

丘
株
式
会
社
を
設
立
。
上
川
大
雪

も
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
入
試
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の

〝
聞
き
た
い
説
明
だ
け
聞
く
〞
こ

と
が
可
能
だ
。
選
抜
方
法
に
よ
っ

て
動
画
が
分
か
れ
て
い
る
た
め
、

受
け
た
い
入
試
に
絞
っ
て
短
時
間

で
閲
覧
で
き
る
。
評
価
の
ポ
イ
ン

ト
に
も
ふ
れ
て
い
る
た
め
、
ぜ
ひ

チ
ェ
ッ
ク
し
た
い
。

　
そ
の
ほ
か
、「
ぐ
る
っ
と
一

周
！
キ
ャ
ン
パ
ス
散
歩
」
で
学
内

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答

す
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が
も

ら
え
た
り
、
個
別
の
疑
問
や
不
安

に
は
別
途
「
オ
ン
ラ
イ
ン
進
学
相

談
」
の
機
会
が
用
意
さ
れ
て
い
た

り
と
、
内
容
が
充
実
し
て
い
る
。

　
な
お
、
7
月
か
ら
は
学
内
で
の

参
加
型
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

を
再
開
予
定
だ
。
完
全
予
約
制
に

よ
る
来
場
者
数
の
制
限
や
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
対
策
を
取
っ

て
い
る
た
め
、
詳
細
は
同
大
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
欲
し
い
。

当
日
の
様
子
は
8
月
下
旬
か
ら
動

画
が
公
開
さ
れ
る
た
め
、
体
調
に

不
安
が
あ
る
人
や
参
加
が
難
し
い

人
は
そ
ち
ら
を
活
用
し
た
い
。

事
者
の
高
齢
化
や
東
日
本
大
震

災
の
影
響
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

地
域
経
済
を
支
え
て
き
た
農
業

生
産
高
が
減
少
。
そ
の
状
況
を

少
し
で
も
打
開
す
る
べ
く
、
塩

北
見
市
）
と
の
経
営
統
合
を
予
定

し
て
お
り
、
塚
原
社
長
は
小
樽
商

科
大
の
出
身
。
帯
広
畜
産
大
の
農

業
か
ら
始
ま
り
、
北
見
工
業
大
の

加
工
技
術
、
小
樽
商
科
大
の
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
経
て
消
費
者
に
届

け
る
と
い
う
「
6
次
産
業
化
地
方

創
生
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
目
指
す
こ
と
で
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
3
大
学
経
営
統
合
の
象

徴
に
な
れ
ば
」
と
い
う
塚
原
社
長

の
想
い
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
帯
広

畜
産
大
・
奥
田
潔
学
長
の
「
十
勝

地
域
の
産
業
振
興
な
ら
び
に
北
海

道
経
済
・
産
業
の
発
展
に
寄
与
し

た
い
」
と
い
う
意
気
込
み
が
合
致

初
め
て
の
W
E
B
開
催
で
も
学
科

企
画
な
ど
充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

独
創
性
の
高
い
研
究
業
績
が
土

木
工
学
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
っ
た

い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
情

報
収
集
が
で
き
る
　

碧
雲
蔵
を
通
し
て
日
本
酒
の
次
代

を
担
う
人
材
育
成
が
行
わ
れ
る

害
に
強
く
放
射
性
物
質
の
移
行

係
数
が
低
い
と
さ
れ
る
綿
を
有

機
栽
培
で
育
て
、
製
品
化
ま
で

行
っ
て
い
る
。
学
生
た
ち
も
畑

作
業
に
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、

雨
天
で
畑
作
業
が
で
き
な
い
日

に
は
、
ザ
・
ピ
ー
プ
ル
が
回
収

し
て
い
る
古
着
の
仕
分
け
作
業

に
も
挑
戦
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
病
気
や
不
慮
の

事
故
な
ど
が
原
因
で
頭
髪
を
失

っ
た
子
ど
も
に
ウ
ィ
ッ
グ
を
無

償
で
提
供
す
る
「
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
の
活
動
に
も
参
加
し

て
お
り
、
周
辺
地
域
で
髪
の
毛

の
寄
付
を
募
る
な
ど
、
活
発
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
今
回

の
表
彰
を
機
に
、
東
日
本
国
際

大
学
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
一

層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

吉
村
作
治
学
長
を
筆
頭
に
学

生
・
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
活
動

古
着
の
山
を
リ
サ
イ
ク
ル
用
に

仕
分
け
る
な
ど
の
取
り
組
み
も

び
つ
い
て
い
る
。

　
研
究
で
用
い
た
簡
易
路
面
平
坦

性
測
定
装
置
は
川
村
理
事
が
独
自

に
開
発
し
た
も
の
で
あ
る
ほ
か
、

路
面
評
価
に
特
化
し
た
ド
ラ
イ
ビ

ン
グ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
を
開
発
し
て

路
面
の
多
面
的
評
価
を
実
現
す
る

な
ど
、
そ
の
研
究
業
績
は
独
創
性

が
高
く
、
国
内
外
で
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

　
川
村
理
事
を
は
じ
め
、
質
の
高

い
特
色
あ
る
研
究
に
取
り
組
む

北
見
工
業
大
に
、
今
後
も
注
目
し

た
い
。

　札幌市立大学（札幌市）デザイ
ン学部デザイン学科人間空間デザ
インコースの 4年次・守屋杏さん
（北海道室蘭栄高等学校出身）の
作品「刻・積～刻まれ積もりゆく
もの～」が、JR タワー（同市）
の 1階東コンコース「アートボッ
クス」で展示されている。
　この展示は、札幌駅総合開発株
式会社（本社・札幌市）主催の「ア
ートボックス 2020」で守屋さん
が「優秀賞」を受賞したことによ

るもの。アートボックスでは平成
21 年より公募優秀作品の展示を
行っており、今回で 49 回目を迎
える。受賞当時 3年次だった守屋
さんは、アートボックス最年少受
賞となった。
　守屋さんは小学生時代から書道
に親しみ、現在は書の墨で字を描
く行為を形像化する「墨アート作
品」の制作にも取り組み、線の太
さやかすれなどを活かしてさまざ
まな表情を表現している。

  今回の作品は、「土」の象形文
字がモチーフで、歴史を積み重ね
ている札幌駅の姿と「書は完成し
た 1点だけではなく、その過程も
作品である」という考えを重ね、
守屋さんがこれまでに書いた文字
を切り取り、重ね合わせて作られ
ている。平面的な書道を立体作品

として仕上げ、横幅 2.3㍍という
スケールが生み出す迫力には、通
りがかる人も思わず足を止めてし
まうに違いない。
　守屋さんの墨アートは 8月 31
日まで公開予定。興味のある人は
ぜひアートボックスに足を運んで
欲しい。

し
、
連
携
が
実
現
し
た
。

　
完
成
し
た
酒
蔵
で
は
、
今
年
度

は
ま
ず
見
学
や
客
員
教
授
に
就
任

し
た
杜
氏
に
よ
る
講
義
、
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
等
を
予

定
し
て
い
る
。
加
え
て
今
後
は
、

酒
造
内
で
の
実
践
的
な
実
習
や
共

同
研
究
、
共
著
論
文
執
筆
な
ど
新

し
い
連
携
内
容
に
つ
い
て
も
協
議

し
、
さ
ら
な
る
教
育
研
究
の
活
性

化
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
。

　
新
し
い
日
本
酒
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
道
内
で
酒
造
り
を
担
う
人
材
の

育
成
、
学
術
界
へ
の
貢
献
な
ど
、

可
能
性
を
秘
め
た
碧
雲
蔵
に
、
関

心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
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